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放送大学・公開講演会「心理学はいかに職場に貢献できるか」の開催について 

 

 

放送大学福岡学習センター主催による標記講演会が開催されますので、お知らせします。 

詳細については、別紙の放送大学福岡学習センターによるプレスリリースをご参照くださ

い。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

放送大学福岡学習センター 

電話：０９２－５８５－３０３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件担当】 

九州大学広報室  

電  話：０９２－８０２－２１３０ 

F A X ：０９２－８０２－２１３９ 

E-mail：koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
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令和元年５月２８日 

放送大学福岡学習センターでは、下記のとおり公開講演会を開催いたします。 

 
                   記   

 

１ 講  師  大山 泰宏（放送大学教授） 

        池田 浩（九州大学大学院人間環境学研究院准教授） 

２ 演  題  リレートーク＆ディスカッション 

「心理学はいかに職場に貢献できるか 

～臨床心理学と産業・組織心理学のクロスロード～」 

         組織で働く労働者のメンタルヘルスの悪化は、休職や離職を招き、結果として組織

に大きな損失をもたらします。一方で、働く労働者のメンタルヘルスを高めることが

組織の生産性に資するとして、昨今、健康経営やウェルビーイング経営が注目を集め

ています。さらには、早期離職や抑うつでの休職等の増加、ニートや「ひきこもり」

といった人々の存在は、人生において働くことの意義や幸福について、改めて私たち

に問い直しを求めています。 

本講演会では、労働者がイキイキと働くことができ、かつ高い生産性をあげること

もできる職場のあり方について、さらにはライフ・ワークバランスのあり方について、

臨床心理学と産業・組織心理学の分野から話題提供を行ってもらい、両分野のクロス

ロード（接点）を探っていきます。 

３ 日  時  令和元年 ６月３０日（日） 

開場 １３：００  講演会 １３：３０～１６：３０ 

４ 会  場  九州大学筑紫キャンパス「筑紫ホール」 

５ 定  員  ２００名  参加無料（先着順の予約制） 

６ 申込方法  ①放送大学ＨＰ トップページ「公開講座・講演会」バナーから申し込み 

②電 話 受 付 ０９２－５８５－３０３３ 

※電話受付時間 / １０：００ ～ １７：００（月・祝日は除く） 

 放送大学・公開講演会「心理学はいかに職場に貢献できるか」の 

開催について 

放送大学福岡学習センター 

  〒816-0811  春日市春日公園６－１（九州大学筑紫キャンパスＥ棟４階） 

          ℡ 092-585-3033  Fax 092-585-3039   

 

報道資料 



定員／先着200名 参加無料（予約制）
対象／学生及び一般の方　

会場／九州大学筑紫キャンパス
筑紫ホール

日時／令和元年6月30日（日）
13:30～16:30 （受付:13:00～）
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ロード（接点）を探っていきます。
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